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各地の一
た　よ　り

　　倉敷天丈i墓

　　祠1戸支部
　　京都京星會

　　大阪支部

矢界206

　　　　　　扱，書の仕事であるが，旧地に來て以來何
　倉敷通信
　　　　　　分ユ入切りであるので，話相手と言っても

他の世心の人ばかりなので色々面白V・事を経験する・書は

家で画質でもしてみるのだらうと思込んでみる入があるか

と思ふと，「曇天綾きで御暇でせうね」と羨しさうに農研

の若手の人に言はれて面喰ふ事もある・雫素仕事と言へば

實験が主なのでさう考へられるのかとも思はれるが，さる

新設の農業方面の一研究所を参観の節一番高債な器械はとの問ひにモンロ1計

算器と答へられた所を見ても，矢張り相當計算等に勢力と時雨を甘雨の：方面で

も使ふのであらう・叉小生の如く歯糞の不得手な者には甚だくすぐったく撫ぜ

られる所であるが，天文と言へば直ぐに数學を連想されるらしいが，一・meそれ

を何時天歩學者がやるつもりなのだらうか・まさか態々書寝て夜起きてやる筈

はないが・望遠鏡を覗かぬ天丈學者がみると言へばどんな顔をすることだらう

か・死際我国では夜星を覗く者は天底盲者と言はれす素人と見られる傾向すら

ある．これは我國の天文設備の現業を見れば無理もない所であるとも言へよう

か？

　とに角午前中3－4時聞机の前に座ってみると正午の時報である．頼りなく思

はれるかも知れぬが，ラヂオの時報でクロノメ1タ1を合はして置V・ても掩蔽

等の親測には充分である・1時間中食の時間が取ってあるが，金曜日は農研の

「金曜會」なる午餐會に出席する．食事より寧ろ食後の南京人の所員の方々との

雑談を嘉しみにしてみるのだが，支障があって職分位は休んでみる．近頃は1

週間も経てば國際的，國内的に一つや二つ中心話題となるやうな事件の起らな

かった事はなくなったが，思へば我々は激しい時代の渦に巻込まれてしまった

課である・

　夕刻は調子に乗って18時頃まで頑張ってみる時がある．曇天の日は特にさう

である・参観者，新聞記者の仕事を妨げる者も最近は一寸と述のいた．

　4月初に起つたヴエスタ事件には山本先生にすっかり落第口占をつけられ話し

よげだつたが，農研の方々との薄荷試問場参観は仲々面白く，大分花山を訪れ

た時，皆を煙に雀く材料が仕込めたのは愉侠だつた・（K蜀
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　　　　　　　　　　　　4月例會は4月9日（土）18時，例によって元町大丸食
　門戸支部第七回例會
　　　　　　　　　　　　堂別室に於て開かる．

晩餐の後由本會長より最：近の天界トピックとして「大熊座のα星に就て」のお

話あり．二重星である事が確認されてからの興味深V槻測の歴史に就て縷々御

読明あり・更に最近の報告にかNる該二重星の周期，離心率，スペクトル分析，

覗線運動，軌道諸要素，質量等々解読的にお話せらる・次v・で「日本語に於け

るコンソナントの一考察」と題して本：支部會員佐伯信太郎氏より御調門の数學

とは畑ちがびの方面に於いて御二面を傾けられる．轄：音現象，約音現象に証し

て自らお書きになったnIマ字の表を用ひてのお話である・御仏蓄の深さより

も，わざわざかうして表まで作って來て下さった懇切な御出力に封して魯員一

同感激する・

　22時散會・有志は更に席をあらためて天文夜話に更ける熱心さである・當日

の出席者は山本博士以下15名．紳戸市内，阪棘三等の在佳者で本倉に出席して

　頂ける：方はまだまだある筈である．次回例會は5月7［｛（二1◇の豫定であるか

ら，是非1度出席して頂きたいと切にお願ひする・（書記）

　　　　　　　　圏4月山下　協會本部と合同で4月23日（土）19時より帝大樂友
　束都・京星會
　　　　　　　　倉館で開催．山本博士より「太陽系の内部構造」と題して主

として黄道光の研究に就てのnve演あり．座談會では東亜の標準時の目遍からEl

本の標1特を1時陶早むべしとの山本博士の読も出て賑はふ・22時過ぎ散開．

囹自画「海星」第17號　昭和13年4月號として月末篤行，目次は次の通り．

　個有蓮動大きV、星の絶封光度一花山天文毫　稻葉通義．地球の未來一下遍歴

星座の繹名一野尻抱影星座和鐸に就ての私見一村上忠敬．異なる星座の和名

に就て一花野耕太郎・天文用語の統7’に就て一東京天文豪　石井重雄．覗差の

画一田中生．プラネタリウムの起源一宇野生．日時計の作り方一吉岡久男・大

阪の新年茶話倉一ロケット生・編輯後記，

囹「回報」面差，ハイキング，観望會案内及び天文ニユ1スを印刷した花山急

阪型の不定期畿行物で，4月12日及び月末に第31號から第33號まで爽行された．

囹大津藤井天女蔓公開　毎月第2日曜日日六百観望公開，本會より吉岡，宇野幹

事が出張してみる．6月は12［1（日）参観を激高する．
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　　　　　　　　　囹支部報第36號（4月13日）　用紙3枚，160部襲行．．
　大阪支部通信
　　　　　　　　　囹4月第2回例倉（4月　16日）　大阪支部と明星商業學校支部と

の旧観座談・槻望會として夕刻より開會，有意義な…夕を天文座談に天艦観望

に出席者40名にて盛會・

囹支部報第37號（5月5日）　用紙3枚，160部獲行．

囹趣味の天女羅誌『銀歯』第2巻第2號（3月5日磯行）目次

　表紙「月面シルサリス裂溝」（爲二品），団絡・密着焼爲眞「本年1月16日の太陽

面」，扉「帥興頭自由詩」干天農人，巻頭言「電氣科學館と大阪支部との提携」，

「プラネタリウム開館1周年の景観」小畠館長，「プラネタリウムに望む事」足

駄，「プラネタリウム樂屋噺」清水，「プラネタリウムの辮」高城，「天象館を詠

む」卒塚，「二重星」谷ロ，「美濃山石の概略と2，3の私見」廣瀬，「星のぞき

（8）イグレック，「攣光星雑話1（4）西川，「山鹿素行の見た黄道光」津久井，「カ

メラ不要の爲詠出爲法」永森，「小肇教科書科墨敏材．1，「35糎（12吋牛）反射鏡を

完成して」前田，「カノ1プスを見る」1）老入，「奉天だより」志龍須，「天丈街

を往く」（8）漫歩士，編輯後記，附録「大阪と二丈」山本博士．

圏天界副島本『銀河』第2巻第3號（5月5日）同…次

　表紙「7．5糎反射窮眞儀」（爲眞版），口絡・密着焼爲眞「獅子座群の大流星」，

扉「水星」アキラ，i巻頭言「時の測定に就いて」公文六戸，「時計雑話」S．　L，「Ei

時計の作方」山崎，「時計獲達史」高城，「小反射鏡太陽爲眞術」（1）伊達，「アイ

ヌ心心の太陽と月」（1）寺町，「口総解論」小旗「南十字星」白桐，「あの星の輝

き」てる子，「アンタレス」芙美子，「月のうら」作太，「海王星を見る」S．D．，

「或丈天狂の思出話」高井，「カノープスを見る」（2）老人，爲眞部だより．

　購画歴員募集中，御申込次第趣意書贈呈，大阪四ツ橋電氣科學館内東亜天文

協會大阪支部（振替大阪112，726番）．

　天界第206回忌甲山1饗聚鵠酔臥〔定償金40銭〕迭料金1鏡

編輯鞍爽行者　京都市山科，花山天文毫内（振替大阪56765）東亜天女協會・（代表者・山本一清）

印　　捌　　所　京都市上京匿上椹木町千本目入　　　　眞　美　印　刷　所〔電西陣3702〕

印　　刷　　者　京都市上京盤上椹木町千本乗入　　　　　　　　　　橋　本　岩　太　郎

質　　捌　　所　東京市芝匪南佐久間町2の3　　　　　恒　　星　　祉　（振替東京64738）


